
  
1

社
会
人
基
礎
力
育
成
が
大
学
の
各
学
部
で
展
開
さ
れ
る
な
か
、
そ
の
輪
は
学
園
全
体
に
広
げ
ら
れ
て
い
っ
た
。

そ
の
引
き
金
は
、
平
成
二
十
（
二
〇
〇
八
）
年
六
月
十
四
日
、
豊
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
行
わ
れ
た
「
第
十
回
学
園
報

告
討
論
会
」
だ
っ
た
。

「
本
日
は
、
社
会
人
基
礎
力
に
関
す
る
キ
ッ
ク
オ
フ
セ
ミ
ナ
ー
で
あ
り
ま
す
」

討
論
会
の
冒
頭
の
趣
旨
説
明
で
、
寺
部
曉
理
事
長
は
こ
の
会
合
を
こ
う
明
確

に
意
義
づ
け
た
の
だ
っ
た
。

安
城
学
園
で
は
、
お
よ
そ
四
百
名
に
及
ぶ
教
職
員
が
い
る
。
そ
の
全
員
が
参

加
し
て
各
設
置
校
の
取
り
組
み
の
報
告
と
意
見
交
換
を
行
う
「
学
園
報
告
討
論

会
」
が
平
成
十
一
（
一
九
九
九
）
年
か
ら
開
催
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
、
年
始
に

は
、
一
堂
に
会
し
た
全
教
職
員
に
、
理
事
長
か
ら
そ
の
年
の
方
針
が
明
示
さ
れ

る
「
新
年
交
礼
会
」
が
行
わ
れ
る
。

こ
れ
ら
は
、
学
園
全
体
で
取
り
組
む
共
通
目
標
を
互
い
に
確
認
し
、
学
園
関

活
動
を
学
園
全
体
に
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係
者
全
員
の
一
体
感
と
結
束
を
醸
成
す
る
重
要
な
行
事
で
も
あ
る
。

学
園
報
告
討
論
会
は
、
第
一
回
の
「
元
気
な
大
学
・
短
期
大
学
づ
く
り
を
目
指
す
」
を
皮
切
り
に
、「
縦
の
接
続
・

横
の
連
携
」（
第
二
回
）、「『
学
生
・
生
徒
・
園
児
が
元
気
に
な
る
教
育
』
と
は
？
」（
第
三
回
）
…
な
ど
、
テ
ー
マ

を
変
え
て
は
、
学
園
の
あ
り
方
を
多
面
的
に
追
究
し
て
き
た
が
、
こ
の
第
十
回
で
は
「
社
会
人
基
礎
力
を
活
用
し
た

潜
在
能
力
の
開
発
―
教
員
の
教
育
力
と
事
務
職
員
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
力
の
向
上
を
め
ざ
し
て
」
が
テ
ー
マ
に
設
定
さ

れ
た
。

大
学
で
取
り
組
ん
で
い
る
社
会
人
基
礎
力
を
、
短
期
大
学
、
高
校
で
も
活
用
し
、
高
校
と
大
学
、
高
校
と
短
大
の

教
育
連
携
を
深
め
よ
う
と
い
う
ね
ら
い
が
あ
っ
た
。
社
会
人
基
礎
力
を
う
ま
く
活
用
す
れ
ば
、
学
生
・
生
徒
・
園
児

お
よ
び
教
職
員
の
潜
在
能
力
を
顕
在
能
力
に
変
換
さ
れ
、
学
園
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
向
上
が
期
待
さ
れ
る
と
い
う
希

望
も
あ
っ
た
。

社
会
人
基
礎
力
を
学
園
全
体
に
ひ
ろ
げ
よ
う
と
い
う
発
想
の
展
開
に
は
、
寺
部
理
事
長
の
あ
る
強
い
思
い
が
フ
ァ

ン
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
働
い
て
い
た
。

  

2

「
こ
の
社
会
人
基
礎
力
は
大
学
生
に
な
っ
て
か
ら
身
に
つ
け
よ
う
と
し
て
も
明
ら
か
に
遅
い
の
で
あ
っ
て
、
生
涯
学

習
の
観
点
に
立
っ
て
家
庭
や
幼
稚
園
、
小
中
学
校
・
高
校
に
お
い
て
も
育
て
て
い
く
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
幼
稚
園
・
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小
学
校
、
小
学
校
・
中
学
校
、
中
学
校
・
高
校
、
高
校
・
大
学
同
士
の
教
育
連

携
が
必
要
で
あ
る
。
要
す
る
に
、
安
城
学
園
と
し
て
は
、
生
涯
学
習
の
観
点
に

立
っ
て
こ
の
『
社
会
人
基
礎
力
』
も
意
図
的
に
組
み
込
ん
で
教
育
を
デ
ザ
イ
ン

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
」

寺
部
曉
理
事
長
は
至
り
着
い
た
こ
の
思
い
を
、
会
合
の
趣
旨
説
明
で
も
述
べ

た
。こ

の
日
は
土
曜
日
で
も
あ
り
、
久
し
ぶ
り
に
学
園
の
全
教
職
員
が
一
堂
に
集

ま
っ
て
行
わ
れ
た
だ
け
に
、豊
田
キ
ャ
ン
パ
ス
が
誇
る
大
講
義
室
（
階
段
教
室
）

も
ぎ
っ
し
り
席
が
埋
ま
っ
て
、
見
る
か
ら
に
熱
気
に
あ
ふ
れ
て
い
た
。

学
園
報
告
討
論
会
で
は
、
ま
ず「
社
会
人
基
礎
力
を
活
用
し
た
潜
在
能
力
の

開
発
」を
メ
イ
ン
テ
ー
マ
、「
教
員
の
教
育
力
と
事
務
職
員
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
力
の
向
上
を
め
ざ
し
て
」
を
サ
ブ
テ
ー

マ
に
選
ん
だ
趣
旨
が
寺
部
理
事
長
か
ら
説
明
さ
れ
た
あ
と
、「
社
会
人
基
礎
力
を
活
用
し
た
教
育
あ
る
い
は
学
習
の

可
能
性
」
と
題
す
る
基
調
講
演
が
行
わ
れ
た
。
講
師
は
河
合
塾
の
山
本
真
司
、
小
松
原
潤
子
。
河
合
塾
は
社
会
人
基

礎
力
を
教
育
機
関
で
育
成
す
る
事
業
を
経
済
産
業
省
か
ら
委
託
さ
れ
て
い
る
の
だ
っ
た
。
教
職
員
た
ち
は
、
そ
れ
を

聴
講
し
て
、
ま
ず
社
会
人
基
礎
力
と
は
何
か
を
理
解
し
た
。

次
に
、
産
学
連
携
に
よ
る
社
会
人
基
礎
力
育
成
・
評
価
事
業
に
参
加
し
て
弁
当
開
発
に
取
り
組
ん
だ
家
政
学
部
管

理
栄
養
士
チ
ー
ム
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
見
て
、
社
会
人
基
礎
力
に
取
り
組
む
こ
と
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
成
果
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を
実
感
し
た
。

そ
し
て
午
後
は
、「
社
会
人
基
礎
力
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
し
た
新
し
い
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
構
築
を
目
指
し
て
」
と

い
う
テ
ー
マ
で
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
。

パ
ネ
リ
ス
ト
に
は
、
外
部
か
ら
山
本
真
司
（
学
校
法
人
河
合
塾
）、
小
林
一
之
（
日
本
私
立
学
校
振
興
・
共
済
事

業
団
副
主
幹
）、
羽
柴
善
典
（
盛
田
エ
ン
タ
プ
ラ
イ
ズ
株
式
会
社
総
務
部
長
）、
毛
受
芳
高
（
N
P
O
法
人
ア
ス
ク

ネ
ッ
ト
代
表
理
事
）、
ま
た
大
学
か
ら
安
藤
明
美
（
家
政
学
部
教
授
）、
浦
上
拓
也
（
経
営
学
部
准
教
授
）
が
参
加
し

て
、
約
二
時
間
に
わ
た
っ
て
熱
心
に
討
議
さ
れ
た
（
役
職
は
当
時
の
も
の
）。

  

3

「
潜
在
能
力
開
発
の
た
め
に
は
幼
稚
園
か
ら
大
学
ま
で
の
教
育
連
携
が
大
事
で
あ
る
と
再
認
識
し
た
」

教
職
員
た
ち
は
、
一
日
を
費
や
し
た
こ
う
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
、「
社
会
人
基
礎
力
」
と
い
う
言
葉
を
初
め
て
聞
き
、

外
部
の
活
動
や
家
政
学
部
で
行
わ
れ
た
取
り
組
み
の
実
例
を
知
っ
て
、
社
会
人
基
礎
力
育
成
の
意
義
と
重
要
性
を
認

識
し
た
。

「
今
後
の
課
題
は
教
育
活
動
や
業
務
で
ど
の
よ
う
に
展
開
す
る
か
で
あ
る
が
、
今
回
の
研
修
で
そ
の
ヒ
ン
ト
が
示
さ

れ
た
。〝
社
会
人
基
礎
力
〟
育
成
を
自
分
た
ち
の
評
価
事
業
に
ど
う
取
り
込
む
か
検
討
す
る
」
と
い
っ
た
前
向
き
の

取
り
組
み
姿
勢
が
打
ち
出
さ
れ
た
。
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だ
が
、
系
列
校
そ
れ
ぞ
れ
の
状
況
に
よ
っ
て
色
々
な
反
応
も
あ
っ
た
。

「
短
期
大
学
の
幼
児
教
育
学
科
で
取
り
組
ん
で
い
る
〝
こ
ど
も
ま
つ
り
〟
な
ど

も
、
社
会
人
基
礎
力
育
成
事
業
と
位
置
づ
け
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
か
」

こ
ん
な
意
見
か
ら
、
今
後
ど
の
よ
う
に
展
開
す
る
か
が
考
え
ら
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
。

愛
知
学
泉
短
期
大
学
で
は
、〝
子
ど
も
た
ち
に
夢
を
与
え
る
ま
つ
り
〟
と
し

て
「
こ
ど
も
ま
つ
り
」
が
行
わ
れ
て
お
り
、
平
成
二
十
（
二
〇
〇
八
）
年
で

三
十
回
目
を
迎
え
る
ほ
ど
の
伝
統
催
事
と
な
っ
て
い
た
。
学
生
た
ち
自
ら
が
前

期
か
ら
立
案
・
準
備
し
、
秋
に
地
域
の
子
ど
も
た
ち
を
キ
ャ
ン
パ
ス
に
招
い
て

保
育
の
実
践
を
す
る
活
動
の
場
と
し
て
い
た
。
学
生
が
企
画
・
実
践
す
る
、
こ

れ
こ
そ
が「
社
会
人
基
礎
力
育
成
事
業
と
位
置
づ
け
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
か
」

と
評
価
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

＊

地
域
に
関
わ
り
を
も
っ
た
活
動
を
地
域
と
共
に
行
う
―
こ
れ
は
、
高
校
で
も
同
様
だ
。

安
城
学
園
高
等
学
校
で
は
、「
安
城
七
夕
ま
つ
り
」「
安
城
サ
ン
ク
ス
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
を
ま
ち
の
人
々
と
連
携

し
て
企
画
し
創
り
あ
げ
る
。
そ
れ
は
、
Ｊ
Ｒ
安
城
駅
か
ら
高
校
ま
で
の
広
い
地
域
を
含
め
た
、
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
会

場
と
学
校
の
枠
を
超
え
た
〝
地
域
の
ま
つ
り
〟
と
な
っ
て
い
る
。
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一
方
、
岡
崎
城
西
高
等
学
校
で
は
、
矢
作
地
区
に
四
百
年
以
上
も
続
く
伝
統
の
ま
つ
り
「
花
の
と
う
」
の
企
画
・

運
営
に
参
加
す
る
。
高
校
の
自
主
活
動
部
が
中
心
と
な
り
、
地
域
の
人
た
ち
と
一
緒
に
な
っ
て
創
る
ま
つ
り
は
〝
生

ま
れ
変
わ
っ
た
〟
感
が
あ
る
。

「
高
校
生
の
若
い
力
と
ア
イ
デ
ィ
ア
が
加
わ
り
、
さ
ら
に
元
気
な
ま
つ
り
と
な
っ
た
」
と
の
評
価
は
、
決
し
て
自
画

自
讃
で
は
な
い
。

  

4

安
城
学
園
の
系
列
校
が
、
地
域
の
商
店
街
や
ま
ち
お
こ
し
団
体
と
連
携
し
て
イ
ベ
ン
ト
を
つ
く
り
あ
げ
て
い
く
の

は
、
学
園
の
ポ
リ
シ
ー
に
よ
る
も
の
で
も
あ
る
。

学
園
で
は
、「
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
の
ひ
と
づ
く
り
」
を
高
く
標
榜
し
て
い
る
。「
ま
ち
」
を
つ
く
り
、そ
し
て
「
ひ

と
」
を
つ
く
る
た
め
、地
域
社
会
を
「
生
き
た
学
び
の
場
」
と
し
て
、積
極
的
に
ま
ち
づ
く
り
に
参
加
す
る
の
で
あ
る
。

地
域
の
中
で
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
展
開
す
る
、
こ
れ
が
あ
る
意
味
で
、
高
校
で
の
「
社
会
人
基
礎
力
」
を
育
て
る

こ
と
に
つ
な
が
る
こ
と
に
も
な
ろ
う
か
。

高
校
サ
イ
ド
か
ら
は
、
そ
の
他
、「
ク
ラ
ブ
活
動
や
自
主
活
動
が
社
会
人
基
礎
力
育
成
の
評
価
シ
ー
ト
に
適
応
す

る
で
あ
ろ
う
。高
校
版
評
価
シ
ー
ト
な
ど
も
具
体
的
に
検
討
し
て
み
た
い
」と
い
っ
た
意
見
も
寄
せ
ら
れ
た
。高
校（
安

城
学
園
高
等
学
校
・
岡
崎
城
西
高
等
学
校
）
に
お
い
て
は
、
ス
ポ
ー
ツ
系
、
文
化
系
を
問
わ
ず
全
国
レ
ベ
ル
の
実
力
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を
発
揮
す
る
ク
ラ
ブ
が
多
く
、
ク
ラ
ブ
活
動
は
生
徒
の
潜
在
能
力
を
開

発
す
る
一
因
を
担
っ
て
い
る
か
ら
だ
っ
た
。

ま
た
、
幼
稚
園
関
係
の
教
職
員
か
ら
は
、

「
幼
児
期
の
教
育
が
社
会
人
基
礎
力
育
成
の
基
礎
と
な
る
一
番
重
要
な

時
期
と
再
認
識
し
た
」

と
肯
定
さ
れ
る
も
の
の
、

「（
社
会
人
基
礎
力
は
）
大
学
、
短
期
大
学
中
心
の
内
容
に
な
り
が
ち

な
の
で
、
幼
稚
園
は
独
自
の
討
論
会
を
持
つ
こ
と
も
今
後
考
え
て
ほ
し

い
」

と
い
っ
た
要
望
も
あ
り
、
成
長
段
階
に
よ
り
取
り
組
み
の
ノ
ウ
ハ
ウ
の
違
い
の
必
要
性
が
浮
き
彫
り
に
も
な
っ
た
。

＊

と
も
あ
れ
、
平
成
二
十
（
二
〇
〇
八
）
年
は
安
城
学
園
の
〝
社
会
人
基
礎
力
育
成
元
年
〟
と
位
置
づ
け
ら
れ
た
。

ベ
ク
ト
ル
を
定
め
て
、翌
年
の
平
成
二
十
一（
二
〇
〇
九
）年
の
学
園
報
告
討
論
会
で
は
、大
学
・
短
大
・
高
校
が「
安

城
学
園
の
高
・
大
（
高
・
短
）
教
育
連
携
の
更
な
る
進
化
を
目
指
し
て
！
」、幼
稚
園
が
「
遊
び
を
通
じ
て
学
ぶ
」
と
い
っ

た
テ
ー
マ
を
そ
れ
ぞ
れ
に
設
定
す
る
な
ど
、
課
題
の
追
求
を
進
め
て
い
っ
た
。
こ
う
し
た
中
で
、
学
園
の
各
設
置
校

で
は
社
会
人
基
礎
力
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
め
ざ
ま
し
い
活
動
を
繰
り
広
げ
て
い
っ
た
。
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5

産
学
連
携
に
よ
る
社
会
人
基
礎
力
育
成
事
業
は
愛
知
学
泉
短
期
大
学
で
も
推
進
さ
れ
て
い
っ
た
。

食
物
栄
養
学
科
が
手
延
べ
麺め

ん

の
製
造
販
売
や
レ
ス
ト
ラ
ン
「
丈
山
の
里
・
い
ず
み
庵
」
を
経
営
す
る
地
元
の
有
力

企
業
・
い
ず
み
製
菓
株
式
会
社
と
連
携
し
て
、
外
食
レ
ス
ト
ラ
ン
の
メ
ニ
ュ
ー
開
発
と
食
品
に
関
す
る
研
究
を
行
っ

た
の
だ
。

具
体
的
に
は
、「
栄
養
・
健
康
情
報
提
供
に
関
す
る
取
り
組
み
」「
手
延
べ
生
麺
の
カ
ビ
発
生
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
解
明
」

「
地
産
地
消
を
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
た
メ
ニ
ュ
ー
提
案
」
を
研
究
テ
ー
マ
と
し
、
食
物
栄
養
学
科
の
学
生
が
三
つ
の
班

に
分
か
れ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
研
究
テ
ー
マ
に
取
り
組
ん
だ
。

第
一
の
テ
ー
マ
で
は
、
来
店
者
が
料
理
を
選
択
す
る
際
に
参
考
に
な
る
よ
う
に
、
い
ず
み
庵
で
提
供
さ
れ
て
い
る

グ
ラ
ン
ド
メ
ニ
ュ
ー
の
栄
養
分
析
を
行
っ
た
。

第
二
の
テ
ー
マ
で
は
、
カ
ビ
発
生
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
解
明
に
取
り
組
ん
だ
。
安
城
市
南
西
部
の
和
泉
町
で
作
ら
れ
る

「
和
泉
そ
う
め
ん
」
は
手
延
べ
半
生
め
ん
と
し
て
有
名
。
そ
の
製
法
は
伝
統
の
技
「
半
生
返
し
」
と
い
う
こ
だ
わ
り

の
方
法
で
、
そ
の
製
法
上
、
温
度
と
湿
度
の
管
理
が
む
ず
か
し
く
、
梅
雨
か
ら
夏
場
の
高
温
多
湿
の
時
季
に
な
る
と

カ
ビ
が
発
生
し
や
す
い
た
め
だ
。

そ
し
て
第
三
の
テ
ー
マ
で
は
、〝
食
と
健
康
〟
を
基
本
的
な
考
え
方
と
し
て
地
元
の
食
材
を
活
か
し
た
メ
ニ
ュ
ー
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を
開
発
。
名
づ
け
て
「
石
焼
風
う
ど
ん
」「
サ
ラ
ダ
め
ん
」「
う
ど
ん
ピ
ザ
」
な

ど
の
新
メ
ニ
ュ
ー
を
創
作
し
た
。

食
材
の
バ
ラ
ン
ス
や
彩
り
、
食
べ
や
す
さ
、
調
理
方
法
、
作
業
の
段
取
り
、

価
格
な
ど
、
一
つ
の
メ
ニ
ュ
ー
を
作
り
出
す
た
め
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
面
に
配
慮

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

「
メ
ニ
ュ
ー
が
店
に
デ
ビ
ュ
ー
す
る
ま
で
に
、
い
か
に
多
く
の
人
の
ア
イ
デ
ィ

ア
と
労
力
が
必
要
で
あ
る
か
」

学
生
た
ち
は
、
食
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
身
を
も
っ
て
体
験
し
た

の
だ
っ
た
。

「
考
え
抜
く
力
や
チ
ー
ム
力
が
向
上
し
た
」

「
取
り
組
み
を
ま
と
め
あ
げ
、
形
に
し
て
い
く
こ
と
で
達
成
感
が
得
ら
れ
た
」

「
一
人
で
は
で
き
な
い
こ
と
も
チ
ー
ム
で
や
る
こ
と
で
成
し
遂
げ
ら
れ
た
」

そ
れ
ぞ
れ
の
課
題
に
取
り
組
ん
だ
学
生
た
ち
は
い
ず
れ
も
こ
う
し
た
思
い
を
共
有
し
た
。

そ
れ
は
、
主
体
性
・
実
行
力
・
課
題
発
見
力
・
柔
軟
性
…
な
ど
、
社
会
人
基
礎
力
が
培
わ
れ
て
き
た
こ
と
を
示
し

て
い
た
。
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6

愛
知
学
泉
大
学
家
政
学
部
・
愛
知
学
泉
短
期
大
学
で
構
成
す
る
岡
崎
キ
ャ
ン
パ
ス
に
あ
っ
て
は
、「
岡
崎
げ
ん
き
館
」

で
の
事
業
展
開
が
大
き
く
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
た
。

大
学
家
政
学
部
と
短
期
大
学
が
ス
ク
ラ
ム
を
組
ん
で
、「
岡
崎
げ
ん
き
館
」
を
舞
台
に
、
公
開
講
座
や
学
生
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
よ
る
「
親
子
の
た
め
の
遊
び
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
実
施
し
、
地
域
の
健
康
づ
く
り
と
子
育
て
支
援

に
貢
献
し
て
い
る
。

「
岡
崎
げ
ん
き
館
」
は
、
市
立
岡
崎
病
院
跡
地
に
建
て
ら
れ
た
、
岡
崎
市
保

健
所
を
含
む
、
健
康
づ
く
り
の
た
め
の
複
合
施
設
で
あ
る
。「
市
民
の
ラ
イ
フ

ス
テ
ー
ジ
に
あ
っ
た
質
の
高
い
健
康
支
援
、
年
齢
に
か
か
わ
ら
ず
楽
し
め
る
生

涯
学
習
支
援
、
夫
婦
が
共
同
で
子
育
て
を
行
う
た
め
の
支
援
を
中
心
に
、
生
涯

を
通
じ
心
身
と
も
に
健
康
に
過
ご
せ
る
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
や
地
域
に
根
ざ
し
た

「
ス
ポ
ー
ツ
文
化
の
豊
か
さ
」
と
そ
の
活
性
化
に
全
面
協
力
す
る
」
こ
と
を
謳う

た

い
、

館
内
は
「
保
健
衛
生
ゾ
ー
ン
」「
健
康
づ
く
り
ゾ
ー
ン
」「
子
ど
も
育
成
ゾ
ー
ン
」

「
市
民
交
流
ゾ
ー
ン
」
の
四
つ
の
ゾ
ー
ン
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

平
成
二
十
（
二
〇
〇
八
）
年
三
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
が
、
岡
崎
市
で
は
「
Ｐ
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Ｆ
Ｉ
（
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
・
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
・
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
）
手
法
」
と
「
指
定
管
理
者
制
度
」
を
適
用
し
、
施

設
の
維
持
管
理
・
運
営
を
民
間
に
委
託
。
民
間
事
業
者
で
あ
る
「
岡
崎
げ
ん
き
館
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
株
式
会
社
」
が
そ

れ
を
担
っ
て
い
る
。

こ
の
運
営
会
社
は
大
成
建
設
、
シ
ン
コ
ー
ス
ポ
ー
ツ
、
丸
ヨ
建
設
工
業
、
日
本
水
泳
振
興
会
、
タ
ス
ク
・
フ
ォ
ー

ス
、
大
成
サ
ー
ビ
ス
の
各
株
式
会
社
が
構
成
企
業
、
環
境
デ
ザ
イ
ン
研
究
所
が
協
力
企
業
と
な
っ
て
い
る
が
、
学
校

法
人
安
城
学
園
も
構
成
員
の
一
員
と
し
て
こ
れ
に
加
わ
り
、
教
育
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用
し
て
、
岡
崎
市
民
の
健
康
づ

く
り
と
子
育
て
支
援
活
動
に
貢
献
し
て
い
る
。

平
成
二
十
一
（
二
〇
〇
九
）
年
度
は
、
子
育
て
・
健
康
づ
く
り
支
援
事
業
の
一
環
と
し
て
、
短
期
大
学
幼
児
教
育

学
科
と
大
学
家
政
学
部
の
教
員
に
よ
っ
て
、「
こ
ど
も
と
親
の
た
め
の
公
開
講
座
」、「
健
康
づ
く
り
支
援
特
別
講
座
」、

「
保
育
者
の
た
め
の
幼
児
教
育
保
育
講
座
」
と
い
っ
た
公
開
講
座
を
開
催
し
た
。

  

7

「
こ
ど
も
と
親
の
た
め
の
公
開
講
座
」
は
、
学
園
の
教
員
が
、
親
子
で
楽
し
め
る
遊
び
講
座
や
保
護
者
を
対
象
と

し
た
子
育
て
に
関
す
る
講
座
な
ど
を
企
画
・
実
施
。「
親
子
で
ふ
れ
あ
い
楽
し
も
う
」
を
テ
ー
マ
に
、
毎
月
「
子
育

て
す
る
上
で
大
切
な
こ
と
」「
育
児
相
談
」
を
は
じ
め
「
ね
ん
ど
で
く
ち
ゃ
く
ち
ゃ
親
子
で
遊
ぼ
う
」「
は
っ
ぱ
で
つ

く
ろ
う
冬
の
メ
ダ
ル
」「
子
ど
も
の
絵
は
お
も
し
ろ
い
～
お
父
さ
ん
・
お
母
さ
ん
に
わ
か
っ
て
ほ
し
い
子
ど
も
の
絵
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の
真
実
～
」
と
い
っ
た
親
し
み
や
す
い
内
容
で
育
児
の
手
助
け
を
行
っ
た
。

「
健
康
づ
く
り
支
援
特
別
講
座
」
は
、
短
期
大
学
の
食
物
栄
養
学
科
が
中
心
と
な
っ
て
、
実
際
に
調
理
を
し
な
が
ら

健
康
な
食
生
活
に
つ
い
て
考
え
る
講
座
。

「
地
元
の
食
材
を
活
か
し
た
健
康
お
や
つ
を
つ
く
ろ
う
！
」「
上
手
に
体
重
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
」
と
い
っ
た
テ
ー
マ
で

行
わ
れ
た
が
、
メ
タ
ボ
改
善
に
関
心
が
集
ま
る
当
世
、
多
く
の
参
加
者
が
あ
り
、
内
臓
脂
肪
を
た
め
込
ま
な
い
た
め

の
献
立
に
つ
い
て
学
ん
だ
。

「
保
育
者
の
た
め
の
幼
児
教
育
保
育
講
座
」
は
、
現
役
の
幼
稚
園
教
諭
、
保
育
士
な
ど
を
対
象
に
講
演
会
・
講
座
を

実
施
す
る
も
の
。
早
い
段
階
か
ら
幼
児
教
育
を
手
が
け
て
き
た
安
城
学
園
が

伝
統
を
誇
る
催
し
で
、
平
成
二
十
一
（
二
〇
〇
九
）
年
で
三
十
四
回
目
。
ち

な
み
に
こ
の
年
は
、
午
前
中
は
竹
井
史
（
愛
知
教
育
大
学
准
教
授
）
を
講
師

と
す
る
特
別
講
演
「
お
も
し
ろ
お
も
ち
ゃ
を
作
ろ
う
―
保
育
者
の
援
助
と
環

境
づ
く
り
―
」、
午
後
は
「
幼
児
の
た
め
の
音
楽
あ
そ
び
」「
子
ど
も
の
運
動

能
力
を
伸
ば
す
た
め
に
」
の
二
コ
ー
ス
に
分
か
れ
て
、
約
百
人
が
熱
心
に
聴

講
し
た
。

ま
た
、こ
れ
ら
公
開
講
座
の
ほ
か
、学
生
ら
の
自
主
活
動
も
行
わ
れ
て
い
る
。

短
期
大
学
幼
児
教
育
学
科
と
大
学
家
政
学
部
こ
ど
も
の
生
活
専
攻
の
学
生

ら
に
よ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
、〝
学
泉
大
・
学
泉
短
大
の
お
兄
さ
ん
・
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お
姉
さ
ん
と
遊
ぼ
う
！
〟の
呼
び
か
け
の
も
と
、「
親
子
の
た
め
の
遊
び
プ
ロ
グ
ラ
ム
」が
げ
ん
き
館
の
託
児
コ
ー
ナ
ー

で
毎
週
木
曜
日
に
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
が
、「
子
ど
も
た
ち
の
豊
か
な
創
造
力
を
引
き
出
す
取
り
組
み
」
と
評
価

さ
れ
て
、
げ
ん
き
館
の
人
気
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
な
っ
て
い
る
。

こ
こ
に
も
、
学
生
た
ち
が
教
師
と
し
て
社
会
に
出
た
と
き
に
役
立
つ
〝
生
き
た
教
育
の
現
場
〟
が
存
在
し
て
い
る
。
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